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本
史
料
は
、
天
治
元
年
（
一
一
二
四
）
五
月
二
十
八
日
に
誕
生
し
た
通
仁
親
王
（
鳥
羽

上
皇
第
二
皇
子
、
母
は
藤
原
璋
子
）
の
御
産
に
関
わ
る
諸
家
の
日
記
を
抄
出
し
た
部
類
記

で
あ
る
。
二
〇
二
一
年
度
購
入
。
袋
綴
一
冊
（
六
七
丁
）、
縦
二
九
・
二
㎝
×
横
二
一
・

〇
㎝
。
冒
頭
の
朱
長
方
印
「
藤
波
家
蔵
書
」
に
よ
り
藤
波
家
旧
蔵
と
知
ら
れ
る
。
薄
茶
の

刷
毛
目
文
様
の
表
紙
は
、
藤
波
家
の
所
蔵
当
時
の
も
の
と
見
ら
れ
る
。

天
治
元
年
の
『
御
産
部
類
記
』
に
は
複
数
の
写
本
が
伝
わ
る
が
、
い
ず
れ
も
宮
内
庁
書

陵
部
所
蔵
伏
見
宮
本
『
御
産
部
類
記
』（
伏
・
六
一
八
、
鎌
倉
時
代
写
、
以
下
古
写
本
と
す

る
）
巻
九
か
ら
派
生
し
た
も
の
で
あ
る
。
現
在
確
認
で
き
る
写
本
と
し
て
は
、
花
園
左
府

記
・
中
右
記
・
忠
教
卿
記
・
為
隆
卿
記
・
雅
兼
卿
記
・
朝
隆
卿
記
の
六
種
類
の
日
記
の
抄

出
か
ら
な
る
系
統
と
、
花
園
左
府
記
・
中
右
記
・
忠
教
卿
記
・
為
隆
卿
記
の
四
種
類
の
日

記
の
抄
出
か
ら
な
る
系
統
と
が
あ
り
、
本
史
料
は
前
者
に
属
す
る
。
扉
に
は
野
宮
定
基
に

よ
る
目
録
が
あ
り
、
野
宮
定
基
本
を
直
接
の
祖
本
と
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
字
体
、
字

配
り
、
虫
損
跡
と
も
に
古
写
本
の
様
態
を
よ
く
捉
え
て
お
り
、
近
世
写
本
な
が
ら
善
本
と

い
え
よ
う
。
古
写
本
に
元
々
存
在
す
る
傍
注
は
墨
で
、
そ
れ
以
外
の
注
記
は
朱
で
書
き
込

み
が
な
さ
れ
て
い
る
。
朱
の
注
記
内
容
は
他
の
近
世
写
本
と
共
通
す
る
部
分
も
多
い
。
特

筆
す
べ
き
は
、
本
史
料
が
現
在
の
伏
見
宮
本
の
一
紙
分
の
欠
落
箇
所
を
忠
実
に
伝
え
て
い

る
と
推
測
さ
れ
る
点
で
あ
る
（
下
図
）。
図
書
寮
叢
刊
『
御
産
部
類
記
』
で
は
該
当
箇
所
を

宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
柳
原
本
（
柳
・
五
四
三
）
に
よ
り
補
っ
て
い
る
（
上
巻
一
九
二
頁
）

が
、
書
写
態
度
を
勘
案
す
る
と
、
本
史
料
の
方
が
よ
り
原
本
の
あ
り
方
に
近
い
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
失
わ
れ
た
古
写
本
の
一
紙
の
姿
を
探
る
貴
重
な
手
掛
か
り
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
本
史
料
と
近
し
い
関
係
に
あ
る
写
本
と
し
て
、
東
京
大
学
総
合
図
書
館
所
蔵
の

『
御
産
部
類
』（
Ｇ
二
七
－
八
二
八
）
が
あ
る
。
本
奥
書
お
よ
び
奥
書
に
よ
れ
ば
、
総
合
図

書
館
本
は
、
野
宮
定
基
本
を
宝
永
年
中
（
七
年
〔
一
七
一
〇
〕
あ
る
い
は
八
年
の
正
月
）

に
久
我
惟
通
が
書
写
し
、
そ
れ
を
宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）
に
中
院
通
枝
が
写
し
た
も
の

と
い
う
。
冒
頭
に
は
同
じ
く
野
宮
定
基
に
よ
る
目
録
が
記
さ
れ
て
い
る
。�

（
小
塩　

慶
）

新
収
史
料
紹
介

『
御
産
部
類
記
待
賢
門
院

天
治
元
年

』（
〇
一
五
七
－
九
）




